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緒 ロ

当局において現に使用中のスギ立木材積表は明治40年ころ，当時の施業案技師であった

林学薑博士，戸沢叉次郎氏が調製されたものであるが，現在までの使用経験に徹するにその適

合性について疑わしい点がある。これは当時の林相状態より考査するに収集資料が主として

天然木に限られたため，小径木が一般に梢殺的数値を与えたことは想像にがた<ないとこ

ろである。

これがため従来より材積表の再検討が要望されていたのであるが，人工林の高令級のもの

が少なく，いまだ主伐時期に達しなかったこと，準拠すべき調製方法が具体化されていなか

ったこと，人員その他の関係などで調査を進め得なかつたこと等が原因して実現されなか

った。

昭和23年に至り収穫表の計画的調製の必要が生じたため，全国的打合会を開催した際，

関連的に材積表検討の問題が提起され，同２６年「主要樹種立木材積表調製資料測定要綱」

が作製され，材積表の基本的問題としての測定法が確定し，その後同３０年これに総則，材

積表調製の項を加え「主要樹種材積表調製要綱」が決定した。

昭和28年度の打合会において，秋田営林局においてはスギ，広葉樹を担当することにな

り，管内国有林の主要樹種で，かつ利用面での不合理な点の急速な是正を要するスギ人工林

を最初にとり上げ，同２９年度以来調製資料の収集に従事し，同３１年５月本村積表の調製を

終了した。

本村積表調製にあたり，林業試験場測定研究室長・大友栄松氏，当局計画課長・藤井敏也

氏並に関係各位の別段の御指導と助言に頂り，また資料収集に際し特に便宜を与えられた管

内関係営林署長および署員各位に対し深甚の謝意を表するものである。
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秋田営林局スギ人工林立木材積表

調製説明書0

第１地域決定の根拠

1．地域の概要

（１）位置および面積

当局符内国有林は秋田，山形の両県にまたがり，だいだい南北に長く，すなわち東西約70kｍ，南北約

290kｍにわたり，その面積約74万haである。

東境は奥羽脊梁山脈に連なり，西は日本海に面し，北東は青森営林局管内青森，岩手，宮城３県に隣り，

南は前橋営林局管内福島，新潟の両県に接している。

（２）地勢

管内国有林の地形は東部には奥羽山脈南北に連なり，西部は日本海lこのぞゑ，その間に北部は出羽丘

陵，南部は越後山脈の北部に属する山岳が蟠居している。

奥羽山脈は標高だいたい1,000ｍ以上の高峯連なり,その主なものは八幡平（1,614ｍ)栗駒山(1,628ｍ）

船形山（1,500ｍ）蔵王山（1,841ｍ）等で，脊梁山脈と称せられ地勢一般に急峻で緩斜地は下方地帯その

他局部的に存するにすぎない。

出羽丘陵は奥羽山脈の西方段上川の北部に連なり，主なる山岳は森吉山（1,454ｍ）大平山（1,171ｍ）

鳥海山（2,230ｍ）等で地勢は南部鳥海山の裾野状をなせるところには緩斜地あるが，中腹以上はおおむ

ね急で，また中部および北部は標高一般に低く，地勢は緩急錯綜しているが比較的良好である。

越後山脈は山岳一般に高く，その主なるものは月山（1,979ｍ）朝日岳（1,870ｍ）飯豊山（2,105ｍ)等

で地形は局部に緩斜地があるが一般に急である。

水系の主なるものは中央脊梁山脈に水源発し北流して日本海に注ぐ賎上川，雄物川，米代川の三大川と

内帯山脈に源を発し北流して同じく日本海に注ぐ赤川および子吉川がある。

最上川は瀞内第一の河川で延長約170kｍあり，その源を奥羽山脈の南部福烏県境に発し奥羽山脈と越

後山脈との間をほぼ北流し，さらに出羽丘陵と越後山脈との間を西北に流れ酒田'1丁において日本海に注

ぐ。

米代川は奥羽山l派の北部，岩手県境を水源とし，ほぼ西に流れ，能代市に至って日本溢に注ぎ，その延

長約100ｋｍである。

また雄物川は奥羽山脈の中部，山形および岩手県境に源を発し奥羽山脈と出羽丘陵との間をほぼ北流

し，さらに西北に流れ秋田市に至って日本海に注ぎ，その延長約120kｍに達する。

赤川は越後山脈を水源としほぼ西北に流れ，延長約65kｍ，酒田市に至って日本海に注ぐ。

子吉川は出羽丘陵の南部山形県境より発しほぼ西北に流れ,本荘市において日本海に注ぎ，延長約50kｍ

である。
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秋田営林局スギ人工林立木材積表調製説明書 ３

（５）地質

管内は裏日本の北部に位し，第三紀層の摺曲によって生じた２脈が南北に並走して基盤をなし，この２

脈に沿って那須および鳥海の２大火山脈が表現し２帯の摺曲成生とともに一方降下した陥没によって最

上，雄物，米代河畔の平地を生じたものでＬ管内の地質構成は第三紀層がその基底をなしいたるところに

あらわれ，これを貫いた噴出岩は花崗斑岩，安山岩および玄武岩で安山岩はその種類多く，英雲安山岩，

角閃石安山岩，輝石安山岩等があるが輝石安山岩最も多く主要火山は大部分これより成立している。
（４）気候

管内国有林は北緯37..46'～40..28′にわたり，東は奥羽脊梁山脈の高峰を負い,西に近く日本海に面す
る。したがって気候はいわゆる裏日本の陰欝な特性がある。

西部海岸地帯特に秋田県由利郡，山形県鶴岡地方は最も温暖で内陸に入るにしたがってしだいに低温と
なり，奥羽脊梁山脈地方においては気候はなはだ荒涼である。

すなわち,海岸地方に較べて平均気温において約２℃の篭があるが,海岸および高山地帯を除けば大部
分１２°Ｃ前後でスギ人工造林地もまたこの範囲にある。

年降水量は約1,600ｍｍで比較的多く，降水日数は（年間約240日）も同様でありことに冬季積雪の多

いことは北陸地方とならび称され,海岸の平地においても１，余におよび山間漢谷地方にあっては３，余
の積雪をゑる。

（５）林況

管内は森林植物帯上温帯南部に属し，ブナ，ナラ，カエデ，類その他の落葉広葉樹に富承,これにスギ，

ヒバ，ネズコ等の針葉樹を混じ，北にすすむにしたがって針葉樹の混交の度を増し，秋田県北部米代川流
域に至るにしたがい生立優勢で針葉樹の純林状を呈する。

また標高の増加に伴いブナの混交が増加し，500～600ｍ以上はブナを主体とし，1,000ｍ以上の高山

地帯はアヲモリトドマツ，その他の寒帯植物生立し腰生のものが多い。

人工造林は明治初年より着手して現在に至ったが,その面積99,247haで国有林総面積の約１４％をしめ
る。

植栽樹種はスギを主とし，ほかにアカマツ，カラマツ，クロマツ，ヒノキ，その他の針葉樹およびケヤ

キ，ホホ，ヤチダモ，その他広葉樹で，スギは84％をしめている。

人工植栽が計画的に実施されたのは明治22年スギの植栽にはじまり，爾来年々継続してきたが，特に

大面積の新値を行ったのは明治年代から大正初期の特別経営時代で造林地総面積の45％，蓄積の78％を
しめ当局人工林の主体をなしている。

スギの成育状況は部分的に良好な個所があり，現にha当平均成長量１０，＄以上の林分が各経営区にあ

るが，全般的には成長緩'震で平均成長量４，３程度である。

当地方のスギの成長は幼時は緩慢であるが，老年に入っても衰退することなく成長の持続性のあること

が特徴である。
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経営案林野現況表より

2．地域の決定

同一胸高直径で同一の樹高をもつ樹木であっても形状は立地別，地方別にそれぞれ異なるのはもちろん

であるが，当局管内は裏日本の北部に位し立地条件はほぼ類似するのでかかる立地別，地方別の材積表を

調製しても，材積の差は僅少で，またその使用範囲はきわめて狭く，したがって活用上適応性が少ないの

で木材積表は広く秋田営林局管内スギ造林木を対象として調製した。
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秋田営林局スギ人工林立木材漬表調製説明書５

第２資料の牧集

１．資料収集地域

スギ人工林を対象とし調査地72個所，2,633本の調査を実施したが，これが資料収集個所の位置は第３

図のとおりであり，これが収集本数を営林署肌.経営区別,直径級別に表示すれば第２表のとおりである。

第２表営林署,,経営区別１０ｃｍ直径階本数一覧表
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一穴

秋田営林局スギ人工林立木材積表調製説明書 ７

2.資料收集個所の選定および調査方法

調製要綱に準拠し実施したが，これが大要は次のとおりである。

（１）資料収集個所の選定は令級ごとにmndom抽出により決定し，一個所について集団的に抽出調査

したが高令級少なく，大径級に不足したので単木的に収集補充した。

（２）胸高直径は地上１．２ｍの位置を輪尺を使用して幹軸に直角に互に直角の２方向をｃｔｎ単位で、ｍ

まで測定しそ鞭の値を算術jIz均によって求めた。

（３）樹高および枝下高の測定は巻尺で、単位とし単位以下１位まで測定した。
￣ノ

（４）そのRb幹材積計算に必要な直径，樹皮の厚さ，根元部分の周囲，伐採面の高さ等を調製要綱に基い
て測定した。拒訶

（５）参考事項として地況，林況を経営規程に準拠し，次の事項について調査した。

イ．林地の標高，方位，傾斜，関係的位置

ロ．基岩および土性，深度，結合度

へ年令，疎密度，ｈａ当木数，材積

3．資料の整理

（１）資料収集地域の林小班別地況，林況一覧表の作製

参考事項として調査した前項について資料収集地域の林小班別地況，林況一覧表（第３表）を作製す

る。

（２）直径，樹高階別本数表の作製
．－゜､』.－１．．．．丁’・

前項の測定結果に基いて本数ならびに材積を直径樹高階H1に整理し，直径樹高階別本数表（第４表）

を作製した。

なお幹材積の計算は2ｍ区分のフーペル区分求積式で算出し，先端は円錐として計算した。

ぺ゛・’９１．.ﾙｰ，．

□
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